
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
温水供給装置を補助熱源の給湯器に接続するための給湯器用温水混合ユニットであって、
温水路、冷水路およびこれら温水路と冷水路の合流点から延設される混合水路を備えた通
水回路と、
上記温水路を通る温水供給装置からの温水と上記冷水路を通る水源からの水とをミキシン
グして混合水とし、この混合水を給湯器の入水路と接続された上記混合水路に送り出す混
合調節器と、
上記通水回路内において上記混合調節器の上流の上記温水路に設けられ、少なくとも上記
混合水路に通水があると開弁されている開閉弁と、
上記通水回路内において上記混合調節器の下流の上記混合水路に設けた水抜き手段と、
本給湯器用温水混合ユニットの動作制御を行うコントローラと、
本給湯器用温水混合ユニットに電力供給を行う主電源とを備え、
上記コントローラは、
上記混合水路における通水の有無を判定する通水判定部と、
上記通水判定部で上記混合水路の通水がなくなったと判定されると上記混合調節器を温水
路側および冷水路側ともに一定以上開放させた開度の水抜き位置に保持させる混合調節器
制御部と、
上記混合水路に通水がない状態で上記主電源をＯＦＦにしてからＯＮとするリセットを行
うとこの主電源ＯＮ時から一定時間は上記開閉弁を開弁させる開閉弁制御部とを有するこ
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とを特徴とする給湯器用温水混合ユニット。
【請求項２】
請求項１に記載の給湯器用温水混合ユニットにおいて、
上記コントローラは、さらに、上記給湯器に接続されたリモコンの信号を傍受する通信部
を有し、
上記開閉弁制御部は、さらに、上記主電源がＯＮ状態にあるときに上記混合水路に通水が
ない状態で上記リモコンの運転スイッチをＯＮにしてからＯＦＦとするとこの運転スイッ
チＯＦＦ時から一定時間は上記開閉弁を開弁させるようにしたことを特徴とする給湯器用
温水混合ユニット。
【請求項３】
温水供給装置を補助熱源の給湯器に接続するための給湯器用温水混合ユニットであって、
温水路、冷水路、これら温水路と冷水路の合流点から延設される混合水路、および冷水路
から分岐されて混合水路に至るバイパス通路を備えた通水回路と、
上記温水路を通る温水供給装置からの温水と上記冷水路を通る水源からの水とをミキシン
グして混合水とし、この混合水を給湯器の入水路と接続された上記混合水路に送り出す混
合調節器と、
上記通水回路内において上記バイパス通路に設けられ、少なくとも上記混合水路に通水が
あると閉弁されている開閉弁と、
上記通水回路内において上記混合調節器の下流の上記混合水路に設けた水抜き手段と、
本給湯器用温水混合ユニットの動作制御を行うコントローラと、
本給湯器用温水混合ユニットに電力供給を行う主電源とを備え、
上記コントローラは、
上記混合水路における通水の有無を判定する通水判定部と、
上記通水判定部で上記混合水路の通水がなくなったと判定されると上記開閉弁を開弁させ
る開閉弁制御部と、
上記混合水路に通水がない状態で上記主電源をＯＦＦにしてからＯＮとするリセットを行
うと上記混合調節器を温水路側および冷水路側ともに一定以上開放させた開度の水抜き位
置に保持させる混合調節器制御部とを有することを特徴とする給湯器用温水混合ユニット
。
【請求項４】
請求項３に記載の給湯器用温水混合ユニットにおいて、
上記コントローラは、さらに、上記給湯器に接続されたリモコンの信号を傍受する通信部
を有し、
上記混合調節器制御部は、さらに、上記主電源がＯＮ状態にあるときに上記混合水路に通
水がない状態で上記リモコンの運転スイッチをＯＮにしてからＯＦＦとすると上記混合調
節器を上記水抜き位置に保持させるようにしたことを特徴とする給湯器用温水混合ユニッ
ト。
【請求項５】
請求項１ないし４のいずれかに記載の給湯器用温水混合ユニットにおいて、
上記混合調節器制御部は、さらに、上記混合調節器の水抜き位置として、上記通水判定部
で上記混合水路の通水がなくなったと判定された通水停止時における上記混合調節器の開
度位置が温水路側および冷水路側とも一定以上開放されているときは上記通水停止時の開
度位置とするようにしたことを特徴とする給湯器用温水混合ユニット。
【請求項６】
請求項１ないし５のいずれかに記載の給湯器用温水混合ユニットにおいて、
上記混合水路には水量センサを有し、
上記通水判定部は、この水量センサからの水量信号によって上記混合水路における通水の
有無を判定するようにしたことを特徴とする給湯器用温水混合ユニット。
【請求項７】
請求項１ないし５のいずれかに記載の給湯器用温水混合ユニットにおいて、
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上記コントローラは、上記給湯器からの水量信号を受信する受信部を有し、
上記通水判定部は、この受信部からの水量信号によって上記混合水路における通水の有無
を判定するようにしたことを特徴とする給湯器用温水混合ユニット。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば、自然エネルギーを利用した太陽熱温水器等、廃熱を利用した温水器等
で構成される温水供給装置を補助熱源の給湯器に接続するための温水混合ユニットにあっ
て、この温水混合ユニット内の水抜きに関する技術である。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、上記温水供給装置として太陽熱温水器を、熱源を備えた給湯器に接続したソー
ラ給湯システムが知られている。そして、このソーラ給湯システムの温水混合ユニットに
おける水抜きに関しては、例えば特開平１１－２４５６号公報に記載されたものがある。
この公報に記載のソーラ給湯器機能付き給湯器は、図５に示すように、太陽熱温水器Ｂか
らソーラ温水路５７０を通ってくるソーラ温水と、上水道から冷水路５８０を通ってくる
水道水とを、混合調節器５６１で必要に応じて混水し、その下流の混合水路５６６を介し
て給湯器Ａに導くようにしており、ソーラ温水路５７０には電磁開閉弁５６２と逆止弁５
６７とを設け、冷水路５８０には逆止弁５８１を設け、混合調節器５６１の下流の混合水
路５６６には水抜き弁５６６ａを設ける。
【０００３】
そして、給湯器Ａでの水量が最低作動水量未満となった状態では、給湯器Ａの主コントロ
ーラ５３０が温水混合ユニットＢのコントローラ５６０を介して、混合調節器５６１の混
水弁位置をソーラ温水路側及び冷水路側の水抜きが可能で且つソーラ温水路側より冷水路
側の方が大きい開度となる多混水量ポジションの水抜き位置に保持させる。また、リモコ
ン５５０の運転スイッチがＯＦＦされるとソーラ温水路５７０の電磁開閉弁５６２を直ち
に閉止させずに一定時間後に閉止させる。この状態で上記水抜き弁５６６ａを開放すると
、混合調節器５６１内、その上流のソーラ温水路５７０及び冷水路５８０に残留している
水の水抜きが可能となる。また、混合調節器５６１がこの水抜き位置にある状態で、給湯
器Ａで最低作動水量未満の少量使用が行われても、混合調節器５６１は上記多混水量ポジ
ションに保持されているので、太陽熱温水器Ｂからのソーラ温水が多量の水で混合されて
給湯器Ａ側へ送られるから、太陽熱温水器Ｂからの高温水が高温のまま出湯されることも
ないというものである。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記多混水量ポジションとする水抜き位置だけは、常にソーラ温水が多量
の水で混合されるということが絶対的に保証されない。しかも、給湯器Ａにおいて最低作
動水量未満の少量使用があっても、上記混合調節器５６１を水抜き位置のままに保持させ
ている。そのため、混合調節器５６１における多混水量ポジションの水抜き位置として冷
水路側の方をソーラ温水路側よりも大きくしていても、各水路５７０，５８０の通水圧力
がソーラ温水路５７０側の方が冷水路５８０側よりも高くなると、量的には水よりもソー
ラ温水の方が多量に流れ込んでしまう。とくに冷水路５８０の逆止弁５８１等で少しでも
フィルタ詰まり等を起こしていると、冷水路５８０の通水圧力が低下するため、上記給湯
器Ａでの少量使用時にソーラ温水が高温のままで給湯器Ａから出湯されてしまうことが十
分に想定される。
【０００５】
また、給湯器Ａのリモコン５５０の運転スイッチをＯＦＦにすることでソーラ温水路５７
０の電磁開閉弁５６２は一定時間後に閉止されるが、リモコン接続のない給湯器では、こ
のような温水混合ユニットＢの水抜きに対応することができない。また、温水混合ユニッ
トＢ等の器具は通常は屋外に設置されているため、水抜き操作をするのにわざわざ室内の
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リモコン５５０を操作するのは面倒であった。面倒であるがゆえに、リモコン５５０の運
転スイッチＯＦＦ後に一定時間以上経過してから水抜き操作される事態もあり、その場合
は最も水が抜けにくい上記電磁開閉弁５６２に水が溜まったままとなってその残留水が凍
結すると電磁開閉弁５６２を破損させてしまうおそれもあった。
【０００６】
本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、給湯器用温水混合ユニットにおいて温
水混合ユニット内の水抜きを利便性よく確実に行え、しかも、水抜き可能状態にあるとき
給湯器で少量使用されても高温出湯されることがないようにすることを課題とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
（１）本発明に係る給湯器用温水混合ユニット（請求項１）は、
温水供給装置を補助熱源の給湯器に接続するための給湯器用温水混合ユニットであって、
温水路、冷水路およびこれら温水路と冷水路の合流点から延設される混合水路を備えた通
水回路と、
上記温水路を通る温水供給装置からの温水と上記冷水路を通る水源からの水とをミキシン
グして混合水とし、この混合水を給湯器の入水路と接続された上記混合水路に送り出す混
合調節器と、
上記通水回路内において上記混合調節器の上流の上記温水路に設けられ、少なくとも上記
混合水路に通水があると開弁されている開閉弁と、
上記通水回路内において上記混合調節器の下流の上記混合水路に設けた水抜き手段と、
本給湯器用温水混合ユニットの動作制御を行うコントローラと、
本給湯器用温水混合ユニットに電力供給を行う主電源とを備え、
上記コントローラは、
上記混合水路における通水の有無を判定する通水判定部と、
上記通水判定部で上記混合水路の通水がなくなったと判定されると上記混合調節器を温水
路側および冷水路側ともに一定以上開放させた開度の水抜き位置に保持させる混合調節器
制御部と、
上記混合水路に通水がない状態で上記主電源をＯＦＦにしてからＯＮとするリセットを行
うとこの主電源ＯＮ時から一定時間は上記開閉弁を開弁させる開閉弁制御部とを有するこ
とを特徴とするものである。
【０００８】
これによれば、通水判定部で混合水路の通水なしと判定、すなわち、給湯器での出湯が停
止されることで、上記混合調節器制御部によって混合調節器を上記水抜き位置に保持させ
る。そして、上記混合水路に設けた水抜き手段を開放させ、上記主電源のリセット操作（
ＯＦＦ→ＯＮ）をするとリセット後（主電源ＯＮ時）の一定時間は上記開閉弁が開弁され
る。よって、この間に開放された上記水抜き手段から上記通水回路内の残留水がすべて器
具外に排出される。このとき開閉弁内の残留水も水抜きされる。
【０００９】
しかも、本ユニット等の器具は通常は屋外に設置されているので、本ユニットにおける主
電源のリセット操作によって水抜き操作が行えるので、この水抜き操作をすべて屋外で行
え、作業者にとって利便性が非常によい。
また、水抜き操作のきっかけを上記主電源のリセット操作で行うので、リモコン接続なし
の給湯器に本給湯器用温水混合ユニットを接続した場合でも、上記水抜き操作を行うこと
ができる。
【００１０】
以上の水抜き作業は、通水判定部で混合水路の通水なしと判定されているとき、すなわち
、給湯器で出湯停止されたときしか行われない。上記混合調節器制御部および上記開閉弁
制御部は、混合水路の通水なしの状態でしか上記制御動作を行わないからである。なお、
上記通水判定部は、上記水抜き手段からの水抜き時における混合水路内の水流程度では通
水がない状態と判定される。
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【００１１】
一方、混合調節器が水抜き位置の状態にあるときに上記給湯器で少量使用されると、混合
水路内に通水されるので上記混合調節器は上記混合調節器制御部によって水抜き位置が解
除される。これにより、給湯器で少量の出湯がされても上記混合調節器では水抜き位置の
状態が解除されミキシング動作となるので、このとき例え温水路側と冷水路側との通水圧
力が異なっていても、温水供給装置からの温水が高温のままで給湯器から出湯されるよう
なことは完全に防止される。
【００１２】
（２）本発明に係る給湯器用温水混合ユニット（請求項２）は、上記給湯器用温水混合ユ
ニット（請求項１）において、
上記コントローラは、さらに、上記給湯器に接続されたリモコンの信号を傍受する通信部
を有し、
上記開閉弁制御部は、さらに、上記主電源がＯＮ状態にあるときに上記混合水路に通水が
ない状態で上記リモコンの運転スイッチをＯＮにしてからＯＦＦとするとこの運転スイッ
チＯＦＦ時から一定時間は上記開閉弁を開弁させるようにしたことを特徴とするものであ
る。
【００１３】
これによれば、主電源のリセット操作の他にも、リモコンの運転スイッチＯＮからＯＦＦ
の操作によっても、主電源をリセットした場合と同様に温水路の開閉弁を一定時間、開弁
させることができる。よって、リモコン接続ありの給湯器に本給湯器用温水混合ユニット
を接続した場合は、主電源のリセット操作か、リモコン操作かのどちらのやり方でも上記
水抜き操作に対応でき、汎用性に優れる。
【００１４】
（３）本発明に係る給湯器用温水混合ユニット（請求項３）は、
温水供給装置を補助熱源の給湯器に接続するための給湯器用温水混合ユニットであって、
温水路、冷水路、これら温水路と冷水路の合流点から延設される混合水路、および冷水路
から分岐されて混合水路に至るバイパス通路を備えた通水回路と、
上記温水路を通る温水供給装置からの温水と上記冷水路を通る水源からの水とをミキシン
グして混合水とし、この混合水を給湯器の入水路と接続された上記混合水路に送り出す混
合調節器と、
上記通水回路内において上記バイパス通路に設けられ、少なくとも上記混合水路に通水が
あると閉弁されている開閉弁と、
上記通水回路内において上記混合調節器の下流の上記混合水路に設けた水抜き手段と、
本給湯器用温水混合ユニットの動作制御を行うコントローラと、
本給湯器用温水混合ユニットに電力供給を行う主電源とを備え、
上記コントローラは、
上記混合水路における通水の有無を判定する通水判定部と、
上記通水判定部で上記混合水路の通水がなくなったと判定されると上記開閉弁を開弁させ
る開閉弁制御部と、
上記混合水路に通水がない状態で上記主電源をＯＦＦにしてからＯＮとするリセットを行
うと上記混合調節器を温水路側および冷水路側ともに一定以上開放させた開度の水抜き位
置に保持させる混合調節器制御部とを有することを特徴とするものである。
【００１５】
これによれば、通水判定部で混合水路の通水なしと判定、すなわち、給湯器での出湯が停
止されることで、上記開閉弁制御部によって上記バイパス通路の開閉弁を開弁される。そ
して、上記混合水路に設けた水抜き手段を開放させ、上記主電源のリセット操作（ＯＦＦ
→ＯＮ）をすると混合調節器を上記水抜き位置に保持させる。これによって、開放された
上記水抜き手段から上記通水回路内の残留水すべて確実に器具外に排出される。このとき
混合調節器内の残留水も水抜きされる。
【００１６】
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しかも、本ユニット等の器具は通常は屋外に設置されているので、本ユニットにおける主
電源のリセット操作によって水抜き操作が行えるので、この水抜き操作をすべて屋外で行
え、作業者にとって利便性が非常によい。
また、水抜き操作のきっかけを上記主電源のリセット操作で行うので、リモコン接続なし
の給湯器に本給湯器用温水混合ユニットを接続した場合でも、上記水抜き操作を行うこと
ができる。
【００１７】
以上の水抜き作業は、通水判定部で混合水路の通水なしと判定されているとき、すなわち
、給湯器で出湯停止されたときしか行われない。上記混合調節器制御部および上記開閉弁
制御部は、混合水路の通水なしの状態でしか上記制御動作を行わないからである。なお、
上記通水判定部は、上記水抜き手段からの水抜き時における混合水路内の水流程度では通
水がない状態と判定される。
【００１８】
一方、混合調節器が水抜き位置の状態にあるときに上記給湯器で少量使用されると、混合
水路内に通水されるので上記混合調節器は上記混合調節器制御部によって水抜き位置が解
除され、また、上記開閉弁制御部によってバイパス通路の開閉弁を閉弁させる。これによ
り、給湯器で少量の出湯がされても上記混合調節器では水抜き位置の状態が解除されミキ
シング動作となるので、このとき例え温水路側と冷水路側との通水圧力が異なっていても
、温水供給装置からの温水が高温のままで給湯器から出湯されるようなことは完全に防止
される。
【００１９】
（４）本発明に係る給湯器用温水混合ユニット（請求項４）は、上記給湯器用温水混合ユ
ニット（請求項３）において、
上記コントローラは、さらに、上記給湯器に接続されたリモコンの信号を傍受する通信部
を有し、
上記混合調節器制御部は、さらに、上記主電源がＯＮ状態にあるときに上記混合水路に通
水がない状態で上記リモコンの運転スイッチをＯＮにしてからＯＦＦとすると上記混合調
節器を上記水抜き位置に保持させるようにしたことを特徴とするものである。
【００２０】
これによれば、主電源のリセット操作の他にも、リモコンの運転スイッチＯＮからＯＦＦ
の操作によっても、主電源をリセットした場合と同様に混合調節器を上記水抜き位置に保
持させることができる。よって、リモコン接続ありの給湯器に本給湯器用温水混合ユニッ
トを接続した場合は、主電源のリセット操作か、リモコン操作かのどちらのやり方でも上
記水抜き操作に対応でき、汎用性に優れる。
【００２１】
（５）本発明に係る給湯器用温水混合ユニット（請求項５）は、上記給湯器用温水混合ユ
ニット（請求項１ないし４）において、
上記混合調節器制御部は、さらに、上記混合調節器の水抜き位置として、上記通水判定部
で上記混合水路の通水がなくなったと判定された通水停止時における上記混合調節器の開
度位置が温水路側および冷水路側とも一定以上開放されているときは上記通水停止時の開
度位置とするようにしたことを特徴とするものである。
これによれば、混合調節器は混合水路内での通水停止時、すなわち給湯器での出湯停止時
の開度位置が保持されている。よって、給湯器で出湯され水抜き状態が解除されたとき、
所望の混合水のミキシングを直ちに行うことができる。
【００２２】
（６）本発明に係る給湯器用温水混合ユニット（請求項６）は、上記給湯器用温水混合ユ
ニット（請求項１ないし５）において、
上記混合水路には水量センサを有し、
上記通水判定部は、この水量センサからの水量信号によって上記混合水路における通水の
有無を判定するようにしたことを特徴とするものである。
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【００２３】
これによれば、本給湯器用温水混合ユニットが給湯器と通信できないような場合（通信線
の断線や、給湯器が通信対応できないもの等）でも、混合水路の水量センサからの水量信
号によって混合水路の通水の有無を検知することで、給湯器での出湯停止を検知すること
ができる。
なお、この水量センサは、上記水抜き手段からの水抜き時における混合水路内の水流程度
では通水ありとは検知されないものである。
【００２４】
（７）本発明に係る給湯器用温水混合ユニット（請求項７）は、上記給湯器用温水混合ユ
ニット（請求項１ないし５）において、
上記コントローラは、上記給湯器からの水量信号を受信する受信部を有し、
上記通水判定部は、この受信部からの水量信号によって上記混合水路における通水の有無
を判定するようにしたことを特徴とする給湯器用温水混合ユニット。
これによれば、本給湯器用温水混合ユニットが給湯器と通信される場合、給湯器からの水
量信号によって給湯器の出湯停止を検知できるので、とくに混合水路に水量センサを設け
なくてもよい。
【００２５】
【発明の効果】
以上のように、本発明（請求項１）によれば、温水路に開閉弁を有するものであって、給
湯器での少量出湯のときに温水路側と冷水路側との通水圧力が異なっていても温水供給装
置からの温水が高温のままで給湯器から出湯されるようなことが完全に防止され、使用者
が万一でも火傷を負うようなことは完全に防止することができる。また、主電源のリセッ
ト操作によって水抜き操作を行うので、この水抜き操作をすべて屋外で行え、作業者にと
って非常に利便性がよい。さらに、水抜き操作のきっかけを上記主電源のリセット操作で
行うので、リモコン接続なしの給湯器に本給湯器用温水混合ユニットを接続した場合でも
、上記水抜き操作を行うことができる。
【００２６】
また、本発明（請求項２）によれば、リモコン接続ありの給湯器に本給湯器用温水混合ユ
ニットを接続した場合は、主電源のリセット操作か、リモコン操作かのどちらのやり方で
も上記水抜き操作に対応でき、汎用性に優れる。
【００２７】
また、本発明（請求項３）によれば、混合調節器を迂回し冷水路から混合水路に至るバイ
パス通路に開閉弁を有するものであって、給湯器での少量出湯のときに温水路側と冷水路
側との通水圧力が異なっていても温水供給装置からの温水が高温のままで給湯器から出湯
されるようなことが完全に防止され、使用者が万一でも火傷を負うようなことは完全に防
止することができる。また、主電源のリセット操作によって水抜き操作を行うので、この
水抜き操作をすべて屋外で行え、作業者にとっては非常に利便性がよい。さらに、水抜き
操作のきっかけを上記主電源のリセット操作で行うので、リモコン接続なしの給湯器に本
給湯器用温水混合ユニットを接続した場合でも、上記水抜き操作を行うことができる。
【００２８】
また、本発明（請求項４）によれば、リモコン接続ありの給湯器に本給湯器用温水混合ユ
ニットを接続した場合は、主電源のリセット操作か、リモコン操作かのどちらのやり方で
も上記水抜き操作に対応でき、汎用性に優れる。
【００２９】
また、本発明（請求項５）によれば、給湯器で出湯され水抜き位置が解除されたとき所望
の混合水のミキシングを直ちに行うことができ、給湯器での温調も直ちに行うことができ
る。
【００３０】
また、本発明（請求項６）によれば、本給湯器用温水混合ユニットが給湯器と通信できな
いような場合（通信線の断線や、給湯器が通信対応できないもの等）でも、給湯器での出
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湯停止を検知でき、これによって上記水抜き作業を確実に実行できる。
【００３１】
また、本発明（請求項７）によれば、本給湯器用温水混合ユニットが給湯器と通信され、
給湯器からの水量信号によって給湯器の出湯停止を検知できるので、とくに混合水路に水
量センサを設けなくてもよい。よって、水量センサを設けない分、部品点数の低減、低コ
スト化等ができる。
【００３２】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の実施の形態について添付図面を参照しながら説明する。
以下の実施の形態では、温水供給装置として太陽熱温水器を、本発明の給湯器用温水混合
ユニットによって補助熱源の給湯器に接続したソーラ給湯システムを例に挙げて説明する
。
【００３３】
＜実施の形態１．（請求項１対応）＞
この実施の形態１による給湯器用温水混合ユニットは、通水回路内に常閉式の開閉弁を備
えたものである。
図１は、ソーラ給湯システムの全体構成図を示す。まず、図１を参照して、このソーラ給
湯システムの各部の構成から説明する。
【００３４】
（太陽熱温水器）
上記太陽熱温水器５は、太陽熱を吸収する集熱器５０と貯湯タンク５１内とを循環するよ
うに形成された蓄熱循環路５２を具備しており、この蓄熱循環路５２にはホッパ５３と循
環ポンプ５４とが配設されている。また、貯湯タンク５１の底部には、上水道等の水源の
給水路６０から延設されて水を供給するソーラ用給水路５５と、水抜栓５７を具備する水
抜路５８とが接続されていると共に、貯湯タンク５１の頂部には、この貯湯タンク５１の
ソーラ温水を取出すソーラ出湯路５６が引き出されている。そして、上記循環ポンプ５４
を駆動させ畜熱循環路５２内の液状媒体を循環させると、上記集熱器５０で加熱された液
状媒体が畜熱循環路５２を通じて貯湯タンク５１内へ導かれて貯湯タンク５１内の水を熱
交換加熱してソーラ温水とし、この貯湯タンク５１内のソーラ温水がソーラ出湯路５６を
経て上記給湯器用温水混合ユニット１側に送り込まれる。
【００３５】
（給湯器）
上記給湯器７は、図示しないバーナで加熱される熱交換器７３が内蔵された給湯器本体７
０と、各種操作部等（運転スイッチ、浴槽の湯張りスイッチ・追焚スイッチ、湯温設定器
、燃焼表示部等）が配置されたリモコン７１と、このリモコン７１と配線ケーブル７８で
接続されて浴槽８１や出湯蛇口８５での給湯を制御する給湯コントローラ７２とを備える
。また、上記熱交換器７３には、入水路７６と出湯路８４が接続されると共に、浴槽８１
との間で湯張り及び追焚きに使用される往き管８２と戻り管８３が接続されている。そし
て、出湯路８４には、往き管８２との間に浴槽８１へ温水を供給するための風呂落とし込
み路７４が設けられ、この風呂落とし込み路７４には、落とし込み開閉弁７５が設けられ
、その下流の往き管８２との接続点には三方弁８０が設けられている。また、出湯路８４
の末端には出湯蛇口８５が設けられている。なお、この他に、図示しないが、入水路７６
、出湯路８４、往き管８２および戻り管８３には、温度センサが設けられており、さらに
、入水路７６および往き管８２には、ポンプ、水量センサが設けられている。
【００３６】
（給湯器用温水混合ユニット）
上記給湯器用温水混合ユニット１は、温水供給装置として上記太陽熱温水器５を補助熱源
の上記給湯器７に接続するための装置である。
そして、この給湯器用温水混合ユニット１は、ソーラ温水路１４、冷水路１５、およびこ
れらの合流点から延設される混合水路２９を備える通水回路２と、上記混合水路２９に流
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入されるソーラ温水と水の混合割合を決定する混合調節器３と、この給湯器用温水混合ユ
ニット１を制御するためのユニットコントローラ１１と、この給湯器用温水混合ユニット
１に電力供給を行う主電源とを備える。
【００３７】
上記ソーラ温水路１４は、太陽熱温水器５からのソーラ温水が通される管路であって、そ
の流入口１６に上記太陽熱温水器５のソーラ出湯路５６が接続され、その下流端で上記混
合水路２９に接続されている。このソーラ温水路１４には、上流側から順に、ソーラ温水
の除塵機能を兼ねたフィルタ付き水抜き栓２１、上記貯湯タンク５１の内圧低下時に外気
を吸引してこの内圧低下を制御する等のためのバキュームブレーカ１２、開閉弁３１、逆
止弁１３、ソーラ温度センサ１９が配設されている。
【００３８】
上記開閉弁３１は、その弁の開閉によってソーラ温水路１４においてソーラ温水を供給、
供給停止させるものである。この開閉弁３１は、例えばソレノイドによって駆動される電
磁弁が採用され、ソレノイドへの電圧供給が停止されると閉弁する常閉式のものである。
【００３９】
上記冷水路１５は、上水道等の水源からの水が通される管路であって、その流入口１７に
給水路６０の一部が減圧弁６１の下流から分岐された給水分岐路１０が接続され、その下
流端で上記混合水路２９に接続されている。この冷水路１５には、上流側から順に、水中
の除塵機能を兼ねたフィルタ付き水抜き栓３０、逆止弁２２、入水温度センサ２３が配設
されている。
【００４０】
上記混合水路２９は、ソーラ温水と水との混合水が通される管路であって、上記ソーラ温
水路１４および上記冷水路１５が合流されると共にその流出口１８に給湯器の入水路７６
が接続される。この混合水路２９には、上流側から順に、混合調節器３、水量センサ３２
、混合水温度センサ３３、ハイカット温度センサ３４、混合水路２９の水圧が過剰上昇し
たときに開弁し圧力開放を行う機能を兼ねた過圧逃し弁兼水抜き栓（水抜き手段）３５が
配設されている。
【００４１】
上記水量センサ３２は、混合水路２９における通水の有無を検知するが、上記水抜き栓３
５からの水抜き時における混合水路２９内の水流程度では通水ありとは検知されないもの
である。
【００４２】
上記混合調節器３は、給水量調節弁２４と温水量調節弁２５とを備え、給水量調節弁２４
は、混合水路２９における冷水路１５との接続点に設けられ、温水量調節弁２５は、混合
水路２９におけるソーラ温水路１４との接続点に設けられる。これら給水量調節弁２４お
よび温水量調節弁２５は、上記ユニットコントローラ１１からの制御信号で動作制御され
てソーラ温水と水との混合割合が決定される。
【００４３】
上記ユニットコントローラ１１は、給湯器用温水混合ユニット１の運転制御を行う他に、
上記給湯器７の給湯コントローラ７２と通信線（信号線）７７で接続されて通信機能を保
持する。そして、このユニットコントローラ１１の構成としては、通信部１１１、混合温
度演算部１１２、通水判定部１１３、混合調節器制御部１１４、開閉弁制御部１１５等を
有する。
【００４４】
上記通信部１１１は、給湯器７の運転制御を行う給湯コントローラ７２との間で情報の送
受信を行うための通信機能を保持するものである。例えば、給湯器７の給湯コントローラ
７２からは、リモコン７１での給湯設定温度情報、リモコン７１で入力される給湯使用や
自動湯張り等の運転モード情報、給湯器７の各センサ類から入った情報、給湯器７の燃焼
制御情報等の各種情報が上記通信部１１１に送信される一方、ユニットコントローラ１１
からは、給湯器用温水混合ユニット１の各センサ類から入った情報、混合水の混合制御情
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報、給湯器７に対する燃焼禁止要求等の各種情報が給湯コントローラ７２に送信される。
このようにして、これらの種々の情報がユニットコントローラ１１と給湯コントローラ７
２との間で共有される。
【００４５】
上記混合温度演算部１１２は、まず、混合水路２９での水量センサ３２の水量信号または
給湯コントローラ７２から送信されてきた水量信号から判断される水量Ｑの混合水を、バ
ーナの所定燃焼量で動作する給湯器７によって加熱した場合にこの水量Ｑの混合水を加熱
昇温できる上昇温度ΔＴを演算する。例えば、最低燃焼で動作する給湯器７の発熱量を最
小発熱量Ｗ minとした場合、上昇温度ΔＴ＝最小発熱量Ｗ min／水量Ｑの演算が行われる。
そして、リモコン７１で設定された給湯設定温度から上記上昇温度ΔＴだけ低い目標混合
温度ＭＴを演算する。すなわち、目標混合温度ＭＴ＝給湯設定温度Ｓ－上昇温度ΔＴの演
算が行われる。なお、混合温度演算部１１２は、上昇温度ΔＴをバーナの最低燃焼による
最小燃焼量に基づいて求めるようにしたが、例えば、バーナの最低燃焼よりも少し高い目
の特定の燃焼量（最小発熱量＋α）に基づいて上昇温度ΔＴを求めるようにしてもよい。
【００４６】
上記通水判定部１１３は、混合水路２９での水量センサ３２の水量信号または給湯コント
ローラ７２から送信されてきた水量信号から上記混合水路２９における通水の有無を判定
するものである。なお、混合水路２９は、給湯器７の入水路７６に接続されていることか
ら上記水量センサ３２による混合水路２９での通水の有無が給湯器７での出湯の有無とし
て判断される。そして、この通水判定部１１３での判定結果である通水の有無は、上記混
合調節器制御部１１４へ出力する。
【００４７】
上記混合調節器制御部１１４は、リモコン７１での運転モードに応じて、ソーラ温度セン
サ１９でのソーラ温水の温度と、リモコン７１での給湯設定温度か、この給湯設定温度か
ら数℃加減算した温度とを比較して、上記混合調節器３に対しミキシング動作の制御を行
う。例えば、ソーラ温水の温度が給湯設定温度より高ければ、混合水温度センサ３３の出
力を監視しこの給湯設定温度となるように上記混合調節器３に対する混合水のミキシング
制御がされ、同時に給湯器７へ燃焼禁止要求が出される。一方、ソーラ温水の温度が給湯
設定温度より低ければ、上記混合温度演算部１１２で求めた目標混合温度ＭＴとなるよう
に上記混合調節器３に対する混合水のミキシング制御がされる。
【００４８】
また、この混合調節器制御部１１４は、上記通水判定部１１３で上記混合水路２９の通水
がなくなったと判定、すなわち、上記給湯器７で出湯停止されると上記混合調節器３にお
ける給水量調節弁２４および温水量調節弁２５ともに一定以上開放させた開度の水抜き位
置に保持させる。このときの混合調節器３の水抜き位置は、上記通水判定部１１３で上記
混合水路２９の通水がなくなったと判定された通水停止時（給湯器７での出湯停止時）に
おける混合調節器３の開度位置が給水量調節弁２４および温水量調節弁２５とも一定以上
開放されているときは上記通水停止時の開度位置とする。これによって、次に給湯器７で
出湯されたとき所望の混合水のミキシングを直ちに行うことができ、給湯器７での温調も
直ちに行うことができる。
【００４９】
一方、通水停止時（給湯器７の出湯停止時）に給水量調節弁２４または温水量調節弁２５
のいずれかが閉止されていると、混合水路２９に設けた水抜き栓３５を開放しても閉止さ
れた側の水路（ソーラ温水路１４あるいは冷水路１５）の水抜きができなくなる。そこで
、給湯器７の出湯停止時に給水量調節弁２４または温水量調節弁２５のいずれかが閉止さ
れていた場合は、給水量調節弁２４または温水量調節弁２５の閉止された側を少しだけ開
放させるか、給水量調節弁２４および温水量調節弁２５を予め決めておいた開放位置に開
放させる。これによって、給水量調節弁２４および温水量調節弁２５ともに一定以上開放
された開度の水抜き位置に保持されるから、上記水抜き栓３５の開放によってソーラ温水
路１４および冷水路１５ともに水抜きを行うことができる。もちろん、この水抜き栓３５
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の開放によって混合調節器３内に溜まった残留水の水抜きもできる。
【００５０】
さらにまた、上記混合調節器制御部１１４は、上記ハイカット温度センサ３４で混合水路
２９内の混合水温度が上記給湯器７におけるリモコン７１での設定限界温度（例えば、６
０℃）を超える温度が検出されると、強制的に、温水量調節弁２５を全閉にし、ソーラ温
水の供給を停止させる制御をも行う。これによって、給湯器７側へ上記設定限界温度を超
える高温の混合水が混合水路２９から供給されないようにしている。
【００５１】
上記開閉弁制御部１１５は、上記ソーラ温水路１４に設けた開閉弁３１の開閉制御を行う
ものである。すなわち、上記通水判定部１１３が混合水路２９で通水ありと判定されると
開閉弁３１を開弁させソーラ温水路１４内にソーラ温水が流れるようにし、上記通水判定
部１１３が通水なしと判定されると開閉弁３１を閉弁させ温水路１４内にソーラ温水が流
れるのを遮断する。
【００５２】
また、この開閉弁制御部１１５は、上記混合水路２９に通水がない状態で本ユニット１の
主電源１００をＯＦＦにしてからＯＮとするリセット操作を行うことで、主電源ＯＮ時（
リセット後）から一定時間は上記開閉弁３１を開弁させる。従って、混合水路２９に設け
た水抜き栓３５を開放させ、この主電源１００のリセット操作を行うことで、開閉弁３１
の開いている一定時間にソーラ温水路１４全域の水抜きがスムーズに行え、かつ、開閉弁
３１内に溜まった残留水の水抜きも確実に行える。
【００５３】
なお、上記主電源１００のリセット操作によって開閉弁３１を開弁させておく時間として
は、混合水路２９での通水停止時における混合調節器３の温水量調節弁２５が「閉」状態
（水固定）にあったときは例えば３分間とし、温水量調節器２５が「開」状態にあったと
きは例えば４分間とする。但し、これらの時間は、任意であって使用者の利便性等より適
宜に決定すればよい。
【００５４】
（給湯器用温水混合ユニットの動作）
次に、上記給湯器用温水混合ユニット１の動作を説明する。図２は、上記ユニットコント
ローラ１１による動作手順を示したフローチャートである。図２を参照して、給湯器７で
出湯されて通水判定部１１３が混合水路２９内に通水ありと判定すると（Ｓ１０）、上記
開閉弁３１が開弁され（Ｓ１１）、混合調節器３に対するミキシング制御がなされる（Ｓ
１２）。
【００５５】
そして、給湯器７で出湯停止されて通水判定部１１３が混合水路２９内に通水なしと判定
すると（Ｓ３３）、上記開閉弁制御部１１５が開閉弁３１を閉弁させソーラ温水路１４に
ソーラ温水が供給されないようにする（Ｓ１４）。
【００５６】
続いて、上記混合調節器制御部１１２が今の混合調節器３の状態として給水量調節弁２４
および温水量調節弁２５ともに一定以上開放された開度となっているか否か確かめられ（
Ｓ１５）、給水量調節弁２４および温水量調節弁２５ともに一定以上開放されている場合
は混合調節器３を今の停止位置を水抜き位置として保持させる（Ｓ１６）。一方、給水量
調節弁２４および温水量調節弁２５のいずれかが閉止されていた場合は両方ともが一定以
上開放された開度の水抜き位置となるように混合調節器３を保持させる（Ｓ１７）。この
とき、給水量調節弁２４または温水量調節弁２５の閉止されていた側だけを少しだけ開放
させるようにしてもよいし、あるいは給水量調節弁２４または温水量調節弁２５を予め決
められていた開放位置とするようにしてもよい。すなわち、上記水抜き位置は、必ずしも
多混水量位置（給水量調節弁２４を温水量調節弁２５よりも大きくした位置）としなくて
もよい。
【００５７】
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また、このとき水抜き操作がなされずに再び給湯器７で出湯開始されて混合水路２９での
通水ありが検出されると（Ｓ１８）、上記混合調節器制御部１１４によって混合調節器３
の上記水抜き位置が解除され、ミキシング動作が行われる（Ｓ１２）。このとき、水抜き
位置が出湯停止時の開度位置に保持されていると、リモコン７１の給湯設定温度が変更さ
れていない限り次のミキシング動作へ移る際には即に所望のミキシング動作を行うことが
できる。また、上記水抜き位置として給水量調節弁２４または温水量調節弁２５の閉止さ
れた側を少しだけ開放させるようにした場合でも、次のミキシング動作へ移る際に混合調
節器３を直ちに元の状態に戻すことができ、所望のミキシング動作を素早く行うことがで
きる。従って、給湯器７での少量出湯のときにソーラ温水路１４側と冷水路１５側との通
水圧力が異なっていても太陽熱温水器５からの温水が高温のままで給湯器７から出湯され
るようなことが完全に防止され、使用者が万一でも火傷を負うようなことも防止できる。
【００５８】
一方、給湯器７で出湯停止の状態、すなわち混合水路２９に通水がない状態では（Ｓ１８
）、以下の水抜き操作が行える。
水抜き操作として、まず元栓（減圧弁６１）を閉じ、太陽熱温水器５の水抜き栓２１，３
０、給湯器７の水抜き栓（図示せず）、さらには本給湯器用温水混合ユニット１の水抜き
栓３５をすべて開放する。これによって、太陽熱温水器５側および給湯器７側における通
水配管の水抜きがなされ、また、給湯器用温水混合ユニット１の通水回路２の水抜きもほ
とんどなされる。
【００５９】
しかし、ソーラ温水路１４の開閉弁３１が閉じられているので、この開閉弁３１内、開閉
弁３１前後のソーラ温水路１４にまだ水が溜まった状態にある。そこで、次に、作業者が
本給湯器用温水混合ユニット１の主電源１００をＯＦＦにしてからＯＮとするリセット操
作を行うと（Ｓ１９）、上記開閉弁制御部１１５によってこの主電源１００のＯＮ時（リ
セット後）から一定時間は上記開閉弁３１が開弁される。すると、この開閉弁３１が開弁
されている間にこの開閉弁３１内および開閉弁３１前後のソーラ温水路１４に溜まってい
た残留水が混合水路２９を通って水抜き栓３５からすべてこのユニット１外に排出される
。これによって、給湯器用温水混合ユニット１の通水回路２、混合調節器３および開閉弁
３１の全域の水抜きが確実に行われる。
【００６０】
このように、通常、これら器具（ユニット１、太陽熱温水器５、給湯器７）は屋外に設置
されるので、屋外に設置の本ユニット１における主電源１００のリセット操作によって水
抜き操作を行うから、この水抜き操作のすべての作業を屋外にある器具で行え、作業者に
とっては非常に利便性がよい。また、水抜き操作のきっかけを上記主電源１００のリセッ
ト操作で行うので、リモコン接続なしの給湯器に本給湯器用温水混合ユニット１を接続し
た場合でも、上記水抜き操作を行うことができる。
【００６１】
なお、上記水量センサ３２は、混合水路２９における通水の有無を検知するが、上記水抜
き栓３５からの水抜き時における混合水路２９内の水流程度では通水ありとは検知されな
い。よって、この水抜きに際して混合調節器３や開閉弁３１が誤動作することもない。
そして、主電源１００のリセット後一定時間が経過すると上記開閉弁３１が閉弁されて動
作が終了する。
【００６２】
＜実施の形態２．（請求項３対応）＞
この実施の形態２による給湯器用温水混合ユニットは、通水回路内に常開式の開閉弁を備
えたものである。
【００６３】
図３は、本発明の実施の形態２による温水混合ユニットを用いたソーラ給湯システムを示
す構成図である。図３に示すように、この実施の形態２による温水混合ユニット１では、
通水回路２において冷水路１５から分岐されて混合水路２９に至るバイパス通路２８が設
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けられると共に、このバイパス通路２８には開閉弁３１が設けられている。この開閉弁３
３１は、例えばソレノイドによって駆動される電磁弁が採用され、ソレノイドへの電圧供
給が停止されると開弁する常開の電磁弁である。
【００６４】
また、ユニットコントローラ１１における開閉弁制御部１１５は、上記バイパス通路２８
に設けた開閉弁３３１の開閉制御を行うものであって、通水判定部１１３が混合水路２９
で通水ありと判定されると開閉弁３３１を閉弁させバイパス通路２８内に水が流れないよ
うにし、通水判定部１１３が通水なしと判定されると開閉弁３３１を開弁させバイパス通
路２８内に水が流れるようにする。なお、この実施の形態２にあっては上記実施の形態１
とは異なり、主電源１００のリセット操作でこの開閉弁制御部１１５によって上記開閉弁
３３１の開閉制御はなされないが、主電源１００がＯＦＦされると上記開閉弁３３１への
電力供給が途絶えて開閉弁３３１は開弁状態となる。
【００６５】
また、混合調節器制御部１１２は、通水判定部１１３で混合水路２９の通水なしが判定さ
れると混合調節器３を通水停止時の開度位置に保持させ、これをとりあえずの水抜き位置
とする。そして、混合調節器制御部１１２は、上記混合水路２９に通水がない状態で本ユ
ニット１の主電源１００をＯＦＦにしてからＯＮとするリセット操作を行うことで、通水
停止時に保持させた混合調節器３の開度位置として、給水量調節弁２４または温水量調節
弁２５のいずれかが閉止されていた場合はその閉止されていた給水量調節弁２４または温
水量調節弁２５の側を少しだけ開放させるか、給水量調節弁２４および温水量調節弁２５
を予め決めておいた開放位置に開放させる。ただし、通水停止時に保持させた混合調節器
３の開度位置が給水量調節弁２４および温水量調節弁とも開放されていた場合はその通水
停止時の開度位置のまま保持させる。
【００６６】
その他はこの混合調節器制御部１１２は、上記実施の形態１と同様に上記混合調節器３に
対するミキシング動作制御や、ハイカット温度センサ３４の出力を受けて温水量調節弁２
５を強制的に全閉させたりする。また、上記説明した構成以外の他の構成は、上記実施の
形態１のものと同様である。
【００６７】
（給湯器用温水混合ユニットの動作）
そして、この実施の形態２の温水混合ユニット１の動作は、図４に示したフローチャート
にそって行われる。すなわち、給湯器７で出湯されて通水判定部１１３が混合水路２９内
に通水ありと判定すると（Ｓ３０）、上記開閉弁３３１が閉弁され（Ｓ３１）、混合調節
器３に対するミキシング制御がなされる（Ｓ３２）。
【００６８】
そして、給湯器７で出湯停止されて通水判定部１１３が混合水路２９内に通水なしと判定
すると（Ｓ３３）、上記開閉弁３３１が開弁され（Ｓ３４）、通水停止時である今の開度
位置に混合調節器３を保持させ（Ｓ３５）、とりあえずの水抜き位置とする。この状態で
再び給湯器７で出湯され通水判定部１１３が混合水路２９内に通水ありと判定すると（Ｓ
３６）、開閉弁３３１を閉じて混合調節器のミキシング制御がなされる（Ｓ３１，Ｓ３２
）。
一方、給湯器７で出湯停止の状態、すなわち混合水路２９に通水がない状態では（ステッ
プＳ３６）、以下の水抜き操作が行える。
【００６９】
上記実施の形態１と同じく、水抜き操作として、まず元栓（減圧弁６１）を閉じ、太陽熱
温水器５の水抜き栓２１，３０、給湯器７の水抜き栓（図示せず）、さらには本給湯器用
温水混合ユニット１の水抜き栓３５をすべて開放する。これによって、太陽熱温水器５側
および給湯器７側における通水配管の水抜きがなされ、また、給湯器用温水混合ユニット
１の通水回路２の水抜きもほとんどなされる。
【００７０】
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しかし、上記混合調節器３の給水量調節弁２４あるいは温水量調節弁２５のどちらかが閉
じられた状態にあることもあり、その場合はソーラ温水路１４あるいは給水路１５、また
この混合調節器３付近の混合水路２９にまだ水が溜まった状態にある。そこで、次に、使
用者が本給湯器用温水混合ユニット１の主電源１００をＯＦＦにしてからＯＮとするリセ
ット操作を行うと（ステップＳ３７）、混合調節器３の開度位置において給水量調節弁２
４および温水量調節弁２５とも一定以上開放されているか否か確認される（Ｓ３８）。こ
のとき、給水量調節弁２４または温水量調節弁２５のいずれかが閉止されていた場合はそ
の閉止されていた給水量調節弁２４または温水量調節弁２５の側を少しだけ開放させるか
、給水量調節弁２４および温水量調節弁２５を予め決めておいた開放位置に開放させる（
Ｓ４０）。これによって、通水回路２内にまだ残っていた残留水が混合水路２９を通って
水抜き栓３５からユニット１外へすべて排出される。これによって、給湯器用温水混合ユ
ニット１の通水回路２、混合調節器３および開閉弁３１の全域の水抜きが確実に行われる
。
【００７１】
一方、給水量調節弁２４および温水量調節弁２５とも一定以上開放されていた場合はその
まま今の開度位置が維持される（Ｓ３９）。この場合は、上記水抜き操作ですでに給湯器
用温水混合ユニット１の水抜き操作が完了している。
このように、この実施の形態２においても、上記実施の形態１と同様に、通常、屋外に設
置の本ユニット１における主電源１００のリセット操作によって水抜き操作を行うから、
この水抜き操作のすべての作業を屋外にある器具で行え、使用者の利便性がよい。
以上で動作が終了する。
【００７２】
（その他の実施の形態）
なお、上記実施の形態１，２では、上記混合調節器３は、給水量調節弁２４と温水量調節
弁２５とによる２軸制御とするが、例えば、ソーラ温水路１４と冷水路１５の合流点に単
一の弁体を具備させてこの弁体の角度調節でソーラ温水路１４からのソーラ温水と給水路
１５からの水の混合割合を同時に調整する１軸制御としてもよい。
【００７３】
また、上記実施の形態１，２では、動作説明においては給湯器７の出湯を混合水路２９に
設けた水量センサ３２からの水量信号によって監視するが、上記ユニットコントローラ１
１の混合調節器制御部１１４は、上記通信部１１１を介して給湯器７からの水量情報によ
って監視するようにしてもよい。これによって、給湯器７で出湯が停止されたことを直ち
に知ることができ、しかも上記水量センサ３２を不要として温水混合ユニット１における
部品点数を少なくすることができる。
【００７４】
また、実施の形態１においては、上記開閉弁制御部１１５は、さらに、上記主電源１００
がＯＮ状態にあるときに上記混合水路２９に通水がない状態で上記リモコン７１の運転ス
イッチをＯＮにしてからＯＦＦとするとこの運転スイッチＯＦＦ時から一定の間は上記開
閉弁３１を開弁させるようにしてもよい。また、実施の形態２においては、上記混合調節
器制御部１１４は、さらに、上記主電源１００がＯＮ状態にあるときに上記混合水路２９
に通水がない状態で上記リモコン７１の運転スイッチをＯＮにしてからＯＦＦとすると上
記混合調節器３を上記水抜き位置に保持させるようにしてもよい。これらの場合、主電源
１００のリセット操作か、リモコン７１の操作かのどちらのやり方でも上記水抜き操作に
対応でき、汎用性に優れる。
【００７５】
また、上記実施の形態１，２では、補助熱源の給湯器７に接続する温水供給装置として太
陽熱温水器５を用いるが、これに限らず、例えば廃熱利用の温水器等その他種々の温水供
給装置であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施の形態１における、ソーラ給湯システムの全体構成を示す構成図である。
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【図２】実施の形態１の温水混合ユニットにおける制御フローを示すフローチャートであ
る。
【図３】実施の形態２における、ソーラ給湯システムの全体構成を示す構成図である。
【図４】実施の形態２の温水混合ユニットにおける制御フローを示すフローチャートであ
る。
【図５】従来のソーラ給湯システムの全体構成を示す構成図である。
【符号の説明】
１　温水混合ユニット
２　通水回路
３　混合調節器
５　太陽熱温水器（温水供給装置）
７　給湯器（補助熱源）
１０　給水分岐路
１１　ユニットコントローラ
１４　ソーラ温水路
１５　冷水路
１９　ソーラ温度センサ
２３　入水温度センサ
２４　給水量調節弁
２５　温水量調節弁
２８　バイパス通路
２９　混合水路
３１　開閉弁
３２　水量センサ
３３　混合水温度センサ
３４　ハイカット温度センサ
３５　水抜き栓（水抜き手段）
５６　太陽熱温水器のソーラ出湯路
７１　給湯器のリモコン
７２　給湯コントローラ
７６　給湯器の入水路
７７　通信線
７８　通信ケーブル
１００　主電源
１１１　通信部
１１２　混合温度演算部
１１３　通水判定部
１１４　混合調節器制御部
１１５　開閉弁制御部
３３１　開閉弁
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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